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特集１

新型コロナウイルス感染症に関する市からのお知らせ

新型コロナワクチン接種のお知らせ

ワクチン接種に関する
問合せは専用コールセンターへ

☎〈９１〉３５６７
〈開設日時〉
平日午前８時３０分～午後５時１５分

問▶保健センター（☎〈７６〉１１３３）

新型コロナワクチン接種を６５歳以上の高齢者から順次実施します。市内の指
定する医療機関で接種を受けられる他、市内公共施設での集団接種も予定し
ています。
ワクチンの供給不足のため、本格的な接種開始時期は未定です。接種に関す
る情報は、本紙及び市HP(右記QRコード参照）で随時お知らせします。

ワクチン接種クーポン券（高齢者向け）の発送について
●発送日　５月上旬以降
●対象者　６５歳以上
※令和３年度中に６５歳に達する人を含む。
（昭和３２年４月１日以前生まれの人）
●接種費用　無料（全額公費負担）

●その他　接種には事前予約が必要です。接
種を受けられる医療機関や予約方法等の詳細
は、接種クーポン券に同封する案内又は市
HPを確認してください

※４月中はワクチン供給が極めて限定的であることから、重症化リスクの高い高齢者が入所する
施設を対象に、順次接種を行う予定です。

ワクチン集団接種会場が決まりました
●会場　北部公民館、へきしんギャラクシープラザ、明祥プラザ

集団接種シミュレーションを実施（３月１日）
明祥プラザで集団接種のシミュレーションを実施
しました。会場を実際の状況に近い形に設営し、
医師・看護師・薬剤師参加のもと、実際の接種の
流れに即して実施。接種を受ける人の動きや会場

内の配置を確認しました。
市民の皆さんへの接種を円滑に行えるよう、引き
続き市と関係機関等が連携して準備を進めていき
ます。

医師による予診 看護師による接種 接種後の経過観察

※集団接種の日程及び予約受付の時期は未定です。詳細が決まり次第、本紙及び市HPでお知ら
せします。　
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新型コロナウイルス感染症に関する各種支援策や公共施設の対応、市主催イベント・行事
の実施可否基準等の最新情報については、右記QRコードから市HP「新型コロナウイルス
感染症関連情報」ページを参照してください。

ワクチン接種の効果について
これまでの感染防止対策は、マスク着用や３密

の回避等、ウイルスを避けることが主でした。
　これから接種が行われる新型コロナワクチンは
発症回避効果が9０％以上とされており、もし発症
した場合でも、重症化を防止する効果が高いこと
が分かっています。
　私達はようやくコロナに立ち向かう武器を手に
入れたと言えます。

副反応について
　報道で副反応が取り上げられると誰でも心配に
なると思いますが、副反応が全く無いワクチンは
ありません。通常、接種部位には腫れや痛み等何
らかの反応は必ず見られますし、一定の頻度で発
熱、倦怠感等も伴います。ごく稀に、接種直後の

アナフィラキシー（※）等重篤な反応が起こる場合
もあります。今回の新型コロナワクチンも同様で
す。
　しかし、これまでの海外のデータでは重篤な反
応は２０万回に１回という、市内全接種で１回起こ
るかどうかの頻度であり、ピーナッツを食べて起
こるアナフィラキシーよりも頻度は低いです。
　本市では、各接種会場における接種時の救急処
置や病院搬送の体制等を強化し、万一に備えます。

清水先生からのメッセージ
　大切な人の命を互いに守り合うためにも、メリ
ット・デメリットをよく考えた上で接種を受ける
ことを検討してください。私はちょっと痛くても、
受けたいと思っています。

（※）アナフィラキシー：薬や食物が体に入ってから、短時間で起こることのあるアレルギー反応

子育て世帯に
プレミアム商品券を支給します
新型コロナウイルス感染症に係る子育て世帯への生活支援として、市内の中小店舗
で使用できるプレミアム商品券を支給します。

●対象　下記のいずれにも該当する子の保護者
◦平成１５年４月２日以降生まれ
◦令和３年５月１日時点で本市の住民基本台帳に
登録がある（出生又は転入により令和３年５月
２日以降に住民登録された子も対象。ただし、
１２月末までに別途申請が必要）

●支給する商品券　市内の中小店舗（チェーン店・
フランチャイズ店・大型店を除く）で使用できる
商品券　子ども１人につき１０００円×１０枚

●利用期間　８月～令和４年１月末（予定）
●その他
◦対象者へ７月に商品券を発送予定（５月２日以降に
住民登録された子の保護者には別途申請書を送付）
◦支給方法や利用可能店舗等の詳細は市HP（上記
QRコード参照）を確認してください

◦一般向けに「プレミアム商品券」及び「プレミア
ム建設券」の販売も予定しています。詳細が決
まり次第、本紙及び市HPでお知らせします

問▶商工課（☎〈７１〉２２３５）

新型コロナワクチンに関する詳しい情報は
厚生労働省HPに掲載されています。右記
QRコードから参照できます。

厚労　コロナ　ワクチン　

コロナワクチン接種について
安城市医師会会長　清水誠司先生に聞きました

検索
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「大いに感じる」「ある程度感じる」
と回答した人は、計５９．５％です。

令和２年度eモニターアンケート第15回
市内在住・在勤・在学の1８歳以上の人に対し実施　　
回答者数：11９1人（全登録者1677人・回答率71．０％）

第２回新型コロナウイルス感染症に関する
市政アンケート結果（愛知県緊急事態宣言発令中の２月１０日～１７日に実施）

多くの人が「引き続き外食・旅行・イベント
の参加・外出全般を控える」と答えています。
「新しい生活様式」が定着してきており、緊急
事態宣言が解除されても即座にコロナ禍前の
ような日常生活には戻らないことが伺えます。

②緊急事態宣言解除後、
「生活スタイルはどう変わる
と思いますか」（複数回答）

大いに
感じる
227
19.1%

ある程度感じる
481
40.4%

あまり
感じない
406
34.1%

77
6.5%

全く感じない

コロナ禍の生活で
「不安・負担に感じることは何ですか」
（複数回答）

詳細は市HPを参照問▶健幸=SDGs課（☎〈７１〉２２０４）

現在の状況として「感染や健康」への不安が１００１人と最も
多く、次いで「人との交流の制約」が７４９人でした。将来の
不安も同様の傾向を示していますが、特に、コロナ禍の
さらなる長期化により「収入や雇用」「差別・偏見・いじめ」
について不安を感じている人が多いことがわかります。

①感染症拡大以降、
「生活は苦しくなって
いると感じますか」

「すぐに接種したい」「いずれ接種した
い」人の割合は計68．５％で、全国的な
調査（時事通信２月世論調査）の７０．１
％に近い値となりました。ただし、「い
ずれ接種したい」の方が「すぐに接種
したい」より割合が高く、ワクチンの
接種に対する慎重な姿勢が伺えます。

[各意見の理由（抜粋）]
「すぐに接種したい」
不安を解消したい、基礎疾患が
ある

「いずれ接種したい」
医療従事者や高齢者等を優先し
てほしい、副反応が怖い

「接種したくない」
効果が不透明で副反応の情報が
不足している、必要ない

すぐに
接種したい
266
22.3%

いずれ接種したい
550
46.2%

147
12.3%

分からない
228
19.1%接種

したくない

③あなたは「ワクチン接種を受けますか」
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感染や健康

収入や雇用

教育

趣味の制約

人との交流の制約

差別、偏見、
いじめ

その他

特にない、
わからない

■現在の不安・負担
■将来の不安・負担

236

466

517

538

430

57

96

緊急事態宣言
発令前の状態に

戻る

引き続き、
外食を控える

引き続き、
旅行を控える

引き続き、
イベントの
参加を控える

引き続き、
外出全般を控える

その他

わからない

新型コロナウイルス感染症に関する市からのお知らせ
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歳　出

前年度に比べ、安城市こども未来事業団への運
営委託料や総合福祉センターの改修費等により
民生費が大きく増加しているものの、名鉄新安
城駅の改修や北部学校給食共同調理場の移転建
設等の大型事業が終了したため、土木費と教育
費が大幅に減少しています。また、新型コロナ
ウイルスワクチン接種事業に要する経費により
衛生費が大幅に増加しています。

歳　入

一般会計
歳入
677億
3,000万円

令和3年度当初予算は、市民の皆さんに生活の安心感と未来への希望を持っていただけるよう、新型コ
ロナウイルス感染症対策や公民連携、未来投資に係る予算を積極的に計上しました。目指す都市像「幸
せつながる健幸都市 安城」を推進するため、SDGsの視点も踏まえながら編成を行いました。

コロナ禍の影響による市内企業の業績悪化や、
それに伴う個人所得の減少等を見込み、市民税
のうち個人市民税は前年度比18億円減の121億
円、法人市民税は地方法人課税の見直しの影響
等も踏まえ、前年度比13億円余減の7億円余と
しています。また、税収の落ち込みを補填する
ため、財政調整基金からの繰入金を過去最大と
なる30億円としています。

後期高齢者医療の予算額が被保険者数の増加に伴い増額し
ている一方、安城桜井駅周辺特定土地区画整理事業は事業
進捗が終盤を迎えていることにより大きく減額しています。
特別会計全体では前年度比1.0％の減となっています。

一般会計の当初予算額は、前年度を43億7000万円下回る677億3000万円となりました。

水道事業は県水受水費や老朽管の布設替えに係
る工事費等を計上しており、前年度比3.4％減
の50億円余としています。下水道事業は県への
下水道維持管理費負担金や管路整備工事費を計
上しており、前年度比4.8％減の60億円余とし
ています。企業会計全体では前年度比4.2％の
減となっています。

会計名 予算額 前年度比
国民健康保険事業 137億9,700万円 －0.2％
土地取得 100万円 －33.3％
有料駐車場事業 2億3,200万円 －4.5％
安城桜井駅周辺特定土地区画
整理事業 12億6,000万円 －22.4％

介護保険事業 110億0,800万円 0.0％
後期高齢者医療 24億4,300万円 ＋5.3％

計 287億4,100万円 －1.0％

会計名 予算額 前年度比

水道事業 50億7,400万円 －3.4％

下水道事業 60億5,700万円 －4.8％

計 111億3,100万円 －4.2％

一般会計　市の運営の中心となる会計

令和３年度安城市のお金の使い道
特集２

問 ▼財政課（☎〈７１〉２２７５）

民生費
271億
1,249万円
（40.0%）

土木費
85億3,781万円(12.6%)

衛生費
75億2,227万円
（11.1%）

総務費
60億7,850万円
（9.0%）

公債費
31億4,975万円
（4.6%）

消防費
21億437万円（3.1%）

農林水産業費
13億7,578万円（2.0%）商工費

13億9,705万円（2.1%） 議会費
4億1,133万円（0.6%）
その他
2億872万円（0.4%）

その他
36億1,942万円（5.3%）

国庫支出金
96億2,830万円（14.2%）

県支出金
43億7,149万円
（6.5%）

繰入金
43億6,526万円
（6.4%）

地方消費税
交付金
42億円（6.2%）

諸収入
33億9,166万円
（5.0%）

繰越金　15億円（2.2%)
市債
16億円（2.4%)

市税
350億
5,387万円
（51.8％）

教育費
98億3,193万円（14.5%）

一般会計
歳出
677億
3,000万円

特別会計 保険料や使用料等、事業内で独自の収入
があるものに係る会計 企業会計 公共の利益を目的に経営する

企業に係る会計


